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社協シンボルマーク

北方福祉フェスティバル
ご来場いただきありがとうございました！



自治会名 会員数 金額 自治会名 会員数 金額 自治会名 会員数 金額
黒 定 町 242 72,600 リ バ テ ィ 北 方 52 15,600 高 屋 丸 ノ 内 71 21,300
芝 原 西 町 83 34,700 駒 来 町 20 9,300 高 屋 白 木 1 158 47,400
芝 原 中 町 185 55,500 新 町 41 27,200 高 屋 白 木 2 43 12,900
芝 原 東 町 197 59,100 森 町 111 86,900 高 屋 白 木 3 93 27,900
朝 日 町 197 59,100 天 王 町 25 15,000 高 屋 伊 勢 田 1 76 22,800
若 宮 町 94 30,000 本 町 90 27,000 高 屋 条 里 177 70,800
東 加 茂 80 24,000 石 町 30 9,000 高 屋 太 子 町 280 84,000
栄 町 124 85,900 大 門 29 34,300 ハ イ タ ウ ン Ｓ1 98 29,400
加 茂 町 171 129,800 清 水 48 14,400 ハ イ タ ウ ン Ｓ2 84 25,200
西 町 51 15,300 地 下 138 41,400 ハ イ タ ウ ン Ｓ3 95 28,500
船 町 11 6,600 一 本 松 132 39,600 ハ イ タ ウ ン Ｓ4 87 26,100
梅 野 町 41 12,300 曲 路 317 190,600 ハ イ タ ウ ン Ａ2．4 113 33,900
俵 町 322 96,600 明 菓 団 地 27 8,100 ハ イ タ ウ ン Ａ1 80 48,000
増 屋 町 47 14,100 春 来 町 265 79,500 そ の 他 178,500
戸 羽 町 54 16,200 小 柳 116 34,800 法 人 960,000
長 谷 川 31 9,300 天 狗 堂 168 50,400
仲 町 15 9,000 柱 本 574 172,200
千 歳 町 13 3,900 高 屋 290 87,000 合　　計 5,886 3,293,000

令和元年度 ご協力をいただいた会費納入状況です。 令和元年10月末現在　単位：円

株式会社　美濃環境保全社 有限会社
揖斐・本巣クリーナー

Meiji Seika ファルマ
株式会社　岐阜工場 北方ポンプ工業　株式会社 アンシンク　株式会社 北方金融協会

株式会社　愛岐通信 阪神調剤薬局　北方店 株式会社　松島屋 株式会社
松浦トヨタリフトサービス 有限会社　西垣設備 株式会社

エム・シー・システム

いのうえクリニック 有限会社　梅田文書堂 北方接骨院 JAサポート岐阜JASS-PORT たかや調剤薬局 北方町立北方東保育園

ホップ芝原薬局 若原運送　有限会社 株式会社　わかのや 株式会社　鷲見建設工業 有限会社　フランボワーズ 北方町立北方南保育園

株式会社　クミタデンキ 中日新聞北方専売店
はしもと新聞店 株式会社　高田薬局 北方動物病院 東島工業　株式会社 北方町立北方北保育園

株式会社　杉本商会 ざいまん建設　株式会社 株式会社　井上ポンプ店 株式会社安藤コンクリート 株式会社　デリ・ジャパン 北方町立北方中保育園

堀伊木材　株式会社 医療法人一心会　大野医院 林生花店 野口整形外科内科医院 藤原歯科医院 北方みなみ子ども館

巳好建設　株式会社 高田商会 株式会社　富士ハウス クローバーエース株式会社 医療法人社団恵愛会
モアレディスクリニック 北方きた子ども館

株式会社　堀部工務店 医療法人慈愛会
いとうレディースケアクリニック 大門リハビリ＆ケアビレッジ 杉山こどもクリニック 高屋伊勢田耳鼻咽喉科

斎藤リウマチ科・内科・整形外科 えさき動物病院 中部事務機　株式会社 有限会社　エスティーオート 中京実業　株式会社

小島登記事務所 株式会社　御菓子所
吉野屋　平成店

医療法人若葉会
さとうファミリークリニック きらり皮フ科クリニック 有限会社　石丸組

品川登記測量事務所 合資会社　かじ久商会 山口歯科医院 メスキュード中部　株式会社 株式会社　岐阜冠婚葬祭互助会
岐阜葬祭北方斎場

有限会社　加藤塗装工業 藤倉自動車　株式会社 株式会社　アルテック 岐阜花き流通センター
農業協同組合

医療法人　鹿野クリニック
きたがたデイセンター

髙井建設　株式会社 有限会社
アイ・ファルマックス

一般社団法人
岐阜自家用自動車組合 有限会社　大野園芸 社会福祉法人　和光会

いとう耳鼻咽喉科 神原仏壇店　株式会社 ワカハラデンカ　株式会社 こやまかわせみクリニック 有限会社　中部衛生興産

北方医院 有限会社　吉村生花店 学校法人　敬愛学園
北方幼稚園

アクアポリス　株式会社
フラッグセブン

一般社団法人
ぎふ綜合健診センター

令和元年度 社協会費にご協力をいただいた法人・団体・事業所様です。 令和元年10月末現在　順不同・敬称略

　町民の皆様をはじめ、各法人・団体の皆様方のご理解ご協力により、本年度も多くの方々に会員となっていただき、
誠にありがとうございました。
　皆様からいただきました会費は、誰もが住み慣れた地域で、心豊かに健康でいきいきとした生活ができるまちづく
りを目指し、様々な福祉事業の貴重な財源として、有効に活用させていただきます。
　また、会費の納入にあたりましては、自治会長様、福祉推進委員様、社協役員の皆様に、格別のご協力をいただき
ありがとうございました。

令和元年度

社会福祉協議会の会員募集にご協力ありがとうございました
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開催しました！北方福祉フェスティバルを
第35回　 テーマ “声かけで広がる笑顔と支え合い”

　10月26日（土）円鏡寺公園・福祉センターにおいて「北方福祉フェスティバル」を開催しました。各種団体の皆
さまや多くのボランティアの皆さまのご協力により、盛会のうちに終えることができました。ご協力いただき誠にあ
りがとうございました。
　またフェスティバル式典にて、次の方々が受賞されました。おめでとうございます。

◎福祉功労表彰状（敬称略・順不同）
北方民謡保存会	 渡辺　照恵
	 大橋　ひろ子
保護司会	 浅野　郁子
円苑ボランティア	 増元　サツヱ
	 鷲見　孝子
民生委員児童委員協議会	 神谷　令子
	 寺田　和子
	 佐藤　君子
	 翠　惠美子
	 本山　春行
	 玉根　薫
	 中井　恭子

◎福祉標語特選者（敬称略・順不同）
北方小学校	 四年　汲田　怜那
	 五年　酒井　慶音
	 六年　岡本　あかね
北方西小学校	 四年　古田　詩万
	 五年　岡田　志仁
	 六年　山中　茉白
北方南小学校	 四年　大山　里恩
	 五年　山田　朱理
	 六年　田中　綾
北方中学校	 一年　開田　千桜里
	 二年　鳥本　あいら
	 三年　杉野　文音

◎赤い羽根共同募金イラストコンクール特選者（敬称略・順不同）
北方南小学校	 	 三年　戸田　玲央
　　　　　　	 	 六年　山本　夏乃音
北方中学校		 	 二年　井川　三鈴

◎ええトコ発見フォトコンテスト特選者（敬称略・順不同）
特定非営利活動法人	 ままプラザほっと
	 	 	 	 安藤　幸男
	 	 	 	 おやじの土いじり会

◎福祉功労感謝状（敬称略・順不同）
北方中学校　MSJリーダーズ
北方中学校　合唱部
身体障害者福祉協会	 高間　勇
	 山本　峯夫
食生活改善推進員協議会	 井上　幸子
いきいきサロン加茂	 飯沼　玲子
民生委員児童委員協議会	 大野　澄子
社会福祉協議会理事	 石原　康子
	 市橋　千尋
	 木野村　文男
社会福祉協議会評議員	 水野　紀子
	 広瀬　陽子
社会福祉協議会福祉推進委員	 赤尾　弘子
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　『第35回北方福祉フェスティバル』は、前日は雨となり開催を不安視
しておりましたが、当日は気持ちの良い陽気となり、また多くの方にご
来場いただきホッと胸を撫で下ろしました。
　大変活気のある今回の『北方福祉フェスティバル』を開催することが
できましたのは、たくさんのご協力があってのことです。
　参加ご協力をいただいたのは次の方々です。 
 （順不同・敬称略）
・老人クラブ連合会
・日赤奉仕団
・身体障害者福祉協会
・もちの木保護者会
・婦人会
・長生会
・JAぎふ女性部北方支部
・北方ヘルスメイト
・民生委員児童委員協議会
・子ども会育成協議会
・本巣消防署
・MTメート
・ままプラザほっと
・敬愛学園北方幼稚園
・町立北方保育園
・子ども館
・北方町地域包括支援センター
・北方中学校ボランティア
・北方中学校合唱部
・岐阜農林高等学校ボランティア
・岐阜工業高校自動車部
・福祉推進委員
・北方くらし助け愛隊
・瑞穂市社会福祉協議会　福祉作業所　すみれの家
・瑞穂市社会福祉協議会　福祉作業所　豊住園
・株式会社　TFF　就労継続支援A型　ひなたぼっこ園
・社会福祉法人　和光会
・社会福祉法人　たんぽぽ福祉会　恵那のまつり太鼓

　開催にあたり、各種団体様より寄付をいただきました。
 （順不同・敬称略）
・日赤奉仕団（1万円）
・JAぎふ女性部北方支部（5千円）
・婦人会（5千円）
・合資会社かじ久商会（ガスボンベ2本）
・北方町商工会（鉄板器具一式等）
・Meiji Seika ファルマ株式会社岐阜工場（スタンプラリー景品グミ300個）

　さらに、民生委員児童委員協議会による共同募金活動により83,685円
が集まりましたので、県の共同募金会へ送金いたします。皆さま、ご協
力をいただきありがとうございました。

みんなでつくる

ご協力・ご来場ありがとうございました！

北方福祉フェスティバル北方福祉フェスティバル
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　『第35回北方福祉フェスティバル』は、前日は雨となり開催を不安視
しておりましたが、当日は気持ちの良い陽気となり、また多くの方にご
来場いただきホッと胸を撫で下ろしました。
　大変活気のある今回の『北方福祉フェスティバル』を開催することが
できましたのは、たくさんのご協力があってのことです。
　参加ご協力をいただいたのは次の方々です。 
 （順不同・敬称略）
・老人クラブ連合会
・日赤奉仕団
・身体障害者福祉協会
・もちの木保護者会
・婦人会
・長生会
・JAぎふ女性部北方支部
・北方ヘルスメイト
・民生委員児童委員協議会
・子ども会育成協議会
・本巣消防署
・MTメート
・ままプラザほっと
・敬愛学園北方幼稚園
・町立北方保育園
・子ども館
・北方町地域包括支援センター
・北方中学校ボランティア
・北方中学校合唱部
・岐阜農林高等学校ボランティア
・岐阜工業高校自動車部
・福祉推進委員
・北方くらし助け愛隊
・瑞穂市社会福祉協議会　福祉作業所　すみれの家
・瑞穂市社会福祉協議会　福祉作業所　豊住園
・株式会社　TFF　就労継続支援A型　ひなたぼっこ園
・社会福祉法人　和光会
・社会福祉法人　たんぽぽ福祉会　恵那のまつり太鼓

　開催にあたり、各種団体様より寄付をいただきました。
 （順不同・敬称略）
・日赤奉仕団（1万円）
・JAぎふ女性部北方支部（5千円）
・婦人会（5千円）
・合資会社かじ久商会（ガスボンベ2本）
・北方町商工会（鉄板器具一式等）
・Meiji Seika ファルマ株式会社岐阜工場（スタンプラリー景品グミ300個）

　さらに、民生委員児童委員協議会による共同募金活動により83,685円
が集まりましたので、県の共同募金会へ送金いたします。皆さま、ご協
力をいただきありがとうございました。

みんなでつくる

ご協力・ご来場ありがとうございました！

北方福祉フェスティバル北方福祉フェスティバル
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北方小学校

町立保育園

　北方小学校では、五年生が総合的な学習の時間に福祉に
ついて学んでいます。一学期には「福祉について知ろう」
というテーマで学習を行いました。
　福祉とはどういうことなのか調べてみると「誰もが幸せ
に生活すること」だとわかりました。福祉は高齢者の方や
障がいのある方など、困った人を「助ける」というイメー
ジをもつ子もいましたが、実際は「よりよく生きるために
必要なお手伝いをする」ことです。人によって何が幸せな
のかは違います。だからこそ相手を理解し、誰もが「自分
は必要とされている、大切にされている、誰かとつながっ
ている、自分の力で何かができている」と感じられるよう

な支援（＝ケア）をしていくことが重要だと学びました。
　四月の学級開き集会では「本巣市民文化ホール」と「しんせいほんの森」を見学し、施設にある福
祉を探しました。
　図書館であるしんせいほんの森では、車いす専用のマーク
やシルバーマークなど、地域にある様々な記号について教え
ていただきました。施設内の子どもコーナーには、小さい子
も手に取りやすい高さに本棚があったり、通路が広々として
いて車いすの方も使いやすかったりと、多くの人が使いやす
くなるような工夫がありました。コンサートや講演会などの
催し物を行う市民文化ホールには、誰でもスムーズに出入り
できる段差のない出入り口や自動ドア、ホール内や廊下のス
ロープ、手すりのあるトイレ、母子観覧室や授乳コーナーな
ど、体が不自由な方や赤ちゃんを連れた方にも使いやすいたくさんの工夫がありました。
　七月には車いすを使った介護体験を行いました。
　車いすを押すのは初めての子も多く、スピードの調節が難しかったり、スロープを下りるのに想像

以上に力が必要だったりしました。実際に動かしたり、乗っ
てみたりすることで、声をかけたり、丁寧に動かしたりと、
思いやりをもって接することで車いすに乗る人が安心できる
ということに気付きました。
　今後は、「認知症キッズサポーター養成講座」や「高齢者
疑似体験」を通して、高齢者の方の福祉について理解を深め
ていきます。
　また、北方町にある福祉施設を訪問させていただき、高齢
者の方と関わりながら学んだことを生かしていきます。

　北方町の4つの保育園では、子ども達に『豊かな心を育みたい』という願い
から、町の行事への参加や地域の方と交流する機会を設け、地域の皆さんとの

ふれあいを楽しんでいます。
　9月には、町主催の敬老会に年長児が参加をし、歌と踊りを披露しました。高齢者の皆さんから温かい拍手
を頂き、「おじいさん、おばあさん喜んでくれたね。」「拍手いっぱいくれたね。」と満足気な表情をし、達成感
を味わった子ども達でした。また、毎月の誕生会には地域の方をお招きし、一緒にお祝いすることも続けてい
ます。回を重ねるごとに親しくなり「この前の運動会はかっこよかったね。」と褒めていただいたり、「今度、
文化祭で踊るから見に来てね。」と会話を楽しむ姿も見られます。また地域の方から昔の話を聞くこともあり、
核家族化が進んで祖父母とふれ合うことが少ない子にとっては、よい機会となっています。また、その後の交

車いすスペースがあるよ

通路が広くなっているよ
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北方中学校 　北方中学校では、自ら進んで仲間や地域社会と関わり
をもち、みんなが安心して生活できる学校をめざして、
様々な場面で、生徒が中心となって活動しています。
　北方中学校の「子どもサミットの日」は、毎月末、登
校時間に行っています。この時間帯には、明るく気持ち
のよいあいさつが飛び交っています。自分たちの住む町
を美しくするためのゴミ拾い登校では、多くの生徒が参
加しています。また、整美委員会の生徒が中心となり、
学校周りの掃き掃除を行っています。町の方々と一緒に
なって活動をすることで、「明るい町」「きれいな町」を
願う姿が広がってきています。

　北方中学校の生徒たちは、地域や校内のボランティア活動に意欲的に参加しています。MSJ（マナー
ズ・スピリット・ジュニア）に所属している生徒たちは、
北方祭りやアピタでの青少年育成に関する啓発活動や祭
りの翌日の清掃活動など、進んで地域のために活動しま
した。生徒は、自分の手で地域がきれいになっていくこ
とを感じたり、行事によって地域が活性化する様子を見
たりして、地域の一員としての自覚を高め、よりよい町
づくりを実感しています。
　また、地域のボランティア活動を行い、豊かな心を育
んでいる生徒もいます。地域のお祭りや運動会には、多
くの生徒が積極的に参加し、スタッフとして活躍してい
ます。地域の方に笑顔で声をかけたり、あいさつをしたりし、学校の中で大切にしていることを学校
の外でも実践する姿があり、地域の方からも温かいお言葉をいただきました。
　SKR（Sawayaka Kitachu Reform）活動は今年度で9年目となります。二週間に一度、アルミ
缶や紙類といった資源を各家庭から持ってきて得た収益金で、自分たちの学校生活や活動に必要な物
を購入したり、福祉の活動に役立てたりすることを目的としています。毎回多くの生徒がこの活動に
協力しています。自分たちの力で、よりよい生活を創り出そうという思いが高まってきています。こ
の活動は、ご家庭や地域の皆様の御協力によって支えられています。今後も引き続き、よろしくお願
いします。
　今年度は、「お互いにあいさつしやすい雰囲気を作っていくためには」「いじめをなくすためにはど
うしたらよいか」というテーマにて、各小・中学校の取組を交流し、話し合いました。その交流を通
して小学生や地域の方と意見交流を積極的に行い、人とのつながりの大切さを考えることができまし
た。今後も、北方町の一員として、よりよい町づくりのために活動していきます。

流会では、子ども達が先生となり「ここは、こう折ってね。」「あ
りがとう。すごいね。上手に折り紙が折れるね。」と褒めてい
ただき、自信や意欲に繋がっているとともに、やさしい気持ち
や思いやりの心も育まれています。
　この他にも、各園の地域性を活かした交流を行なっています。
12月に予定している“地域交流もちつき会”では、昔ながらのか
まどに薪をくべてもち米を蒸し、一緒に餅つきをします。地域
の皆さんとつきたてのお餅を食べられることを今から楽しみに
しています。
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　「北方町障がい福祉サービス事業所　もちの木」を皆
さまご存知ですか？アピタ北方店さんの北側にある就労
継続支援 B 型事業所です。
　就労継続支援 B 型とは、障がいや難病のある方のうち、
年齢や体力などの理由から、企業等で雇用契約を結んで
働くことの困難な方が、軽作業などの就労訓練を行うこ
とができる福祉サービスです。障がいや体調に合わせて
自分のペースで働けることが特徴です。
　「北方町障がい福祉サービス事業所　もちの木」では、
公園掃除やバスターミナル清掃など、北方町よりの委託
事業や、焼き菓子などの自主製品製造販売などの仕事を
しています。また仕事だけではなく、創作活動として音
楽教室や手話教室を行ない、楽しみながら学ぶことも大
切にし、活動をしています。
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北方町障がい福祉サービス事業所　もちの木
� 管理者　佐藤　宣德

安心安全なお菓子を

� 皆さまにお届けしたい！

もちの木作業情景
もちの木作業情景
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もちの木バザー2019
日時　令和元年12月6日（金）　10時〜14時30分
場所　障がい福祉サービス事業所　もちの木（本巣郡北方町長谷川西1丁目36番地）
電話　323－3244

　『もちの木バザー』では、もち
の木自慢の自主製品、植物や雑貨
を販売します。もちの木のお菓子
は、皆さまに安心と安全をお届け
したいと考え、材料にこだわって
います。ぜひ、この機会にもちの
木自慢の自主製品をお試しくださ
い。その他にも、とてもお買い得
な商品がたくさんございます。一
度『もちの木バザー』にお越しく
ださい。

ふれあい交流会を開催しまーす！！

　対象者は、北方町在住の70歳以上の一人暮らしの方、もしくは障がい者手帳をお持ちの方に
なります。上記よりご希望の日にち（①もしくは②）をどちらか1つ選びお申込みください。
　「少し身体が心配だけど参加してみたい。」という方には送迎を行いますので、気軽にお申込
みください。皆さまお誘いあわせの上ご参加ください。

◆日　時　令和元年12月23日（月）
　　　　　午前10時～午後1時まで
◆内　容　敬愛学園さんと交流
　　　　　正月飾り作り
　　　　　食事・談話
◆場　所　北方町福祉センター
◆参加費　一人　500円

① ◆日　時　令和元年12月24日（火）
　　　　　午前10時～午後1時まで
◆内　容　敬愛学園さんと交流
　　　　　岐阜農林高校生による迎春飾り
　　　　　食事・談話
◆場　所　北方町福祉センター
◆参加費　一人　500円

②

材料にこだわったお菓子！！

雑貨や洋服などいっぱい！
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講
師
　向
野
　幾
世
　氏

1936年香川県生まれ。奈良女子大学文学
部卒。奈良県立障害児教育センター所長、
西の京養護学校校長、奈良県立教育研究所
障害児教育部長、奈良大学講師などを歴
任。98年、文部大臣より教育功労賞受賞。
主著：『お母さん、ぼくが生まれてごめんな
さい』『いいんですか、車いすの花嫁でも』
（扶桑社）
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